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l はじめに

中学校の理科教師となって今年で 20年目にはいった。教師になった当初、次の 2つのことを行い、

自分の教師としての拠り所にしたいと考えていた。

① 大学時代、中途半端で終わってしまった地質の勉強を継続し、自分なりの研究テーマを見つけ、

この地域だけは誰よりも知っているという、マイ フィールドかを作りあげる O

② ①のフィールドワークや研究の中で培った感性や知識を授業の中で生かし、子供達に地質のお

もしろさ、楽しさ、夢(口マン)を伝える O

しかし、現実の中学校の教師としての生活は、上の 2つが簡単に実行に移せる程甘いものではなかっ

た。毎日家に持ち帰る仕事の量の多さ、次時の予習、学校での授業@学級経営@部活動(もちろん土@

日も練習に励んだ)と追いまくられ、フィールドに行き、テーマを見つけて研究するなどという

み出すことはとてもできなかった。ただ小)11先生を中心としたグループに入れてもらい、年に数

フィールドワークに行ったり、地学会などの巡検に参加する程度であった。(いわゆる教師としての

を片手間にして、地質にのめり込んで〉行くというパターンは、生徒に対する裏切り行為のように

感じ、そういうタイプの教師にはなりたくなかった。)

こんな毎日の中で、

ト-先生が生徒や学生に教える内容(教材)はほかの

の研究なり、 なりから借りてきたものが多く、

ある o ーしかし、このよう

という

れない貢献をしていること

学が、ま

じたものではないからで

にいって

にとって、計り知

ある O ……日本の科

におくれている原因の

一つに、科学が国民一般のものになってない点が指摘さ

れている O ……j (井尻正二「独創の方法J)

図 1r独創の方法Jより

という文にぶ、つかった。直感的に fこれだ。Jと忠、った。「自分は地質の研究者にはなれそうもない

が、地質の普及者には努力すればなれるかもしれない。地質のおもしろさ、楽しさ、夢を伝えるアジ

ターになろうoJと考えた。{可を媒介として伝えるのか。富士宮市に住み、富士市の中学校に勤務

している私にとって、それはもちろん f富士出を通して』ということになる O 富士火山を素材として

地域に根ざした地質の普及活動を行う O そのためにもフィールドワークを欠かさず、感性だけはいつ

6-



も磨いておしこれが、現在私が立っている立場である O さてこれから、今まで実践してきたこと、

現在実践しつつあることを 4つにしぼって述べていきたい。

2 実践してきたこと

教師になって 4'"'-'5年たってから取り組み始め、現在も実践しているものを 2つ述べる O

(1) 富士市立少年自然の家主催「ししどて学級jの講師として

本格的に関わり始めたのは 10年位前からである O 小学校 4..5..6年生を対象として、年聞を通して自

然観察や野外活動を中心に行う学級で、毎年 100人位の児童が参加する O この学級のテーマの一つに
まるぴ

「丸火の地質@地形jがある O ここは寓士市の丸火自然公閣の中にあるため、丸火少年自然の家と呼
まるぴ

ばれている o (この地域には新富士火山新期溶岩流のひとつ大淵丸尾溶岩流が分布している0)

最初の頃はこの公園内でフィールドワークを行っていた。 r大淵丸患の火口を探すj ということで

かなり歩いたこともある O しかし、これでは向か今一つ物足りなさを感じていた。そこで「富士山の

でき方jを中心に、よりダイナミックでスケーノレの大きなフィールドワークを行うことで、子供達に

もっともっと地質のおもしろさ、楽しさ、夢を伝えたいと考え、当時の職員と相談して、 2EI自に地

質の勉強をしながら室永登山を行うという形に変えてもらっん

口を り、

中 2~3 人いれ しユ あっ O してからの感想文

の 出物 し しさがミッ 7r-

クスされ、 にpう〉 りのイン

ノfクトを えるよう るO

れるフィールド

ことのある子供は 100人

しさと、富士火山

つ"Llモウ、?

ワークと

欝 l日目
す

口ハ山

…公爵内のフィーノレドワーク

に部べ

を持っていき、

る機会を作っている O

事 2日目(日曜日)

うO コースは図 2

しい。観察地点の

W タ

Qo  ?0.51均

① 円日 2 のjレート
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スコリア、南アルプス、森林摂界、フラッグブォルム

② 山小屋前

③ 宝永第 l火口入口:

2火口、中央火口

④第 l火口

⑤ 第 1火口東側火

⑥ 

く参加した

・( )の中

丘小 4年鈴木

l火…、

もの…-一

1 1員上で休んでいる に岩脈群)

くは、第 5回目のししどて学級にいっていちばんたいへんだったのは富士山をとざんするのでし

O さいしょはそんなほうえいざんだから、すこししかないと思っていたけれど、じっさいにとざん

してみるとすごく大変でした。丸山先生とか、加藤先生は、すいすい山をのぼっていくのに、ぼくた

ちはすごくおそかったです。かえりはすごい坂だから、くつのなかにいしがたまってなんどもだしま

した。すごくたいへんでした。(帰ってくるなり「疲れたグJの言葉。それと同時に、リュックの中か

ら黒い石を取り出し、プリントを見ながら説明してくれました。その日一日中、富士山の話で終わり

ました。今までのししどて学級の中で一番感動したようです。)

6 

のししどて

o 1日目は、

をテーマとし、宝永火口に挑戦し、

と成り立ちの説明を受けました。その時に

しまし

らいました。 2日目、朝食を食べてから、パスに荷物を積んで、いよいよ

最初はそんなにつらくなかったけど、後でけっこうばててしまった O は、おいしかっ

レゼントにしまし八幡 Oた。風が強くて寒かった O 黒曜石をひろって帰りました。石はみんなの

を見せて、とても楽しそうに宝永登山の話をしてくれました。お弁 る時の風のすごさ

さをから していました。毘し ました。 は、 山をさせてみたいと培、っ

ております。)

(2) して

分校での教師としての最初の 3年間が終わり、町の中学校に勤務が変わり、少し心にゆとりができ

始めた頃、学校生活の中で可也質の普及者かとして自分の思いを伝えることができるのは、どんな所

だろうと考えた。行きついたのは平凡ではあるが 2つの場である O

時は、教科書を理解して教えるのが精一杯で、富士山を教材化するだけの力量がなく、

をする程度しかできなかった。

に2年生の林間学校 内の多数の中学校では、西湖のキャン

外活動センターを利用している。)では、 が取り入れられていたので、この中で自分の思いを
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そうと考えた。ただ本で調べて、意味もわからぬままプリントにして終わってしまう学習ではなくて、

現地での野外観察を通して生きる事前学習にしようと考えた。

最初の取り組みから数回の林間学校を経験し、「昭和 60年度静岡県教育研究会 理科教育研究部夏

季研究大会Jで、それまでの実践をまとめ f学校行事を通して、いかに自然を学ばせるか。……教科

をつきぬける地学学習の具体的な手だてとして……j というテーマで発表した。次の文はその時の

資料の、主題の設定理由かの抜粋である O

の中という限界、 l時間の

を教師皆でやっているのに・・・…。で
会与さとを奴 4こずコ L、 ー ぐ こ う 唱 で え w 也 C¥..、る (S52.4.8) 

るO いろいろ

は、どうすればいいのか。

G 

50分という限界を感じてしまうのが、生物や地学の分野であ

を を与え、自

フィールドへつれていき、フィールド

のることによっ

しさ

て興味 つ

もらう Oその結果として、学校に7宿つ

に取り組むようになる O

j つ一…吋…一一べ吋叩叫るU以…fたω似山……ニ刈訓以山め制抗凶iにUこυi
望野f夕外i議溺毒主滋託とその 21俗音む絞Zの臼蓄滋支4ををz号，かiけたこ草笈芝F内句五語淡;奇究宅をJ行tう必塁髪喜がある。

私たちには税交なんてとても然慾である。

本議毒べる!Al殺を絞り、統五まの笠ふムぶ立墜銀三ゑふぷふと之ふゑ皐之主二2
主主登ゑ￡組主主~。

において、こういう

ろうか。

の地質班へむけて

と

ればある

私の

を

h支滋・分・終議室など。 滋ノドそ訴に似たが近くにあったら見学u

Z こうもり穴などの後滋総

成~・産主6日後袋詰吃のう}持it遂など6 ぷ1.，1; にあったら見学。

遊ぶヱ.!:~(j塩滋そもさって)

成長;;J-i除の議事J:4綴とのltをま(;えささ・主義i認・ 5認さ)

4 受多本忠広三~::ç: (車工3童会iこ絞った降、見えるおそ中心iニ)

主議所・名詩5・皇室.~i:のからはえる答火山、総数年代

8 隊法議蓄と'1
'
心と Lた:立体綴絞め作成 (5)]分の li患あ滋を絞っ亡)

るこ

をうまく利用

60 

において、

つ交の 2つ?けである O

畿 1年:宿泊訓練畿 2

のいくつかの

つ

しまっ

自

り永
小

ることのできる、つ

1 になワ つ

し、

( 1/50000) 

に帯い リントである O この中に
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自分の忠いがストレートにでている O 写真 2は、その学年の地質班の中で、 3つの班が分担して作っ

た自湖を中心とした 5万分の 1の立体模型である O

3 現在実践しつつあること

この 2"-'3年の間に、私自身を取り囲んでいる理科教育の環境に変化が起き始めた。

① 学習指導要領の改訂が行われ、平成 5年度の完全実施が目前にせまってきた。

② 市内の理科教育をリードしてきた先輩逮が第一線から退き始め、私達の年代にバトンが渡された。

③ 社会の中で週休 2日制が定着し、学校 5日制が今年 9月より本格的にスタートした。

このような変化の中で、実践すべきことは何なのかを考えてみた。教師として、その拠り所になる

のは新学習指導要領である O その中の「中学理科の目標Jを新@旧で比較してみよう O

観察、実験などを通して、自然を調べる能力と態度を育てるとともに、自然の事物@現象につい

て理解を深め、白然と人間のかかわりについて認識させる o (1日)

自然に対する関心を高め、観察、実験などを行い、科学的に調べる能力と

自然の事物@現象について理解を深め、科学的な見方や考え方を養う o (新)

を育てるとともに

の ホ自然に対する関心を高めかに をおき、観点別では、れ興味@関心かを にう'守つ

まちがっていなかったことを示しているよう

しつつあることを 2つ述べたい。

てきている O このことは、今迄歩んでき

るO ①を基本とし、②③を考慮、しながら、

(1) 一緒にフィールドワークをしませんか。

5日制も取り込んで…一一

まず、理科の教師、特に若い人達のホ自然に

平成 41¥， 7月6日
礎科J目当選後

復上 iliiL位j鴻小学校

襲警暴豪閣

心を高めるかことを えの仲間と

日露仁フイ-)しドワ}ク去しませんか!

かつて中学理科同好会の形で行われていたブイ

ワークを復活させ、その実践を通して、

いまくられている理科の教師に、自然の中でそのすばら

しさを実感してもらうことを基本とした。それも速くで

はなくて富士市域の自然の中で……。具体的には、とに

かく 2カ月に一度フィールドワークを実行することと

し、今年 7月初めに時びかけのプリントを配布した。(

4 ) 

学期末の察務処滋や、中i本途仁 11.)Uての綴活動号事でftしい録討を滋ごしてお

いでのごとと慾いま昔@

1)を翠Hの数量習が中心となって行ってきたフィールドワーヴがa
10年以上の罪事が淡れてしまいました.自然総事詩が滋望書替之され

始めた今とそうも重量主義が紛争jあげてこられたフィー)vドワーヴを後泌させたいと

主主いま t.
ま李白が忙しいからこそ、 EI最長4ニ島生れて心のやすらぎを求めませんか@

21111に 1

り行いたいと怒い

ています.

日E寺 平成 4lf-8Jl2日(日)q-'iilj 8114干30分に書籍合

2. 裂合議議所 蕊一上iliit:慰問中学校£門誌Ii

3. 続的 『穴iまと(i容滋持110，こもぐって写系を綴ろう IA 

隊長議長註穴日i協最J53 iF委主党 議可燃や TVでとりあげられた.

り入れない.

入綴~\:・ぃ・入り 1I が狭い. (潟さ 35日. .綴 50閣が 4m{立
}しかし中 1::1.iLって!3rお4こさ長けるほどIAぃ.

このことは

ドワークの 1

日制や学校 5日制も取り込む形で、

んでいる O ブイール

一+週休 2

(大人も

4. 露義幸喜 t号れてもいい長議後できてくとさい.務殺で軽装り綴を ff.らない
ために震被、笈ズボンのIiがいいと感います.

5. ヰら物

も

カメラ、綴rfl怒灯、

ら25000分のiの総if手闘

供も)に呼びかけ、開かれたフィールドワーク え」

E芸 お手数でも、王翠 t!j lll~ の牧師に郎総してほしいのですが、よろしくお綴い

します.

議 官塁側がありましたら、鈴隊小の斎緩潟、お後泌をください.

ていく、というものである O もちろん教師の仲間をふ 2 フィーjレドワークへの参加の呼びかけ
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ゃしながら…

に伝わり、「一般の市民も参加していいか。j

然
、
心
に
潤
穴
を
側
蹴
綴
す
る
参
加
議

ところが、先生方への呼び、かけがホ富士ニュース社か

もちろん「いいです。Jと返事をしと問い合わせがきた。

日のいてくれ、をたところ、参加呼びかけの

クを大きく載せてくれた(資料 3) 0 参加

て 10人位あり、皆、興味を持って楽

しそうに半日を過ごした。教師の参加は 4人であった。

フィーノレドワ

は飛び入りも

そどの顔も

八幡穴にはいるのは、 50年ぷりという人もおり、

げに探検してい

自然が人

のが印象的であった。

ることカヨえるすばらしさうで、

洞

ら、ブもこの穴探検の講師の依頼がきた。

このなできた。

「
槻
氏
擁
に
悶
口
で
織
か
め
、

体
験
し
、
自
然
の
紫
檎
ら

し
さ
、
徐
大
き
を
子
供
逮

に
教
え
た
い
」

i
、
そ
ん

な
翻
い
を
持
っ
た
践
熱
観

策
会
が
二
筒
、
滋
士
市
向
。

で
関
か
れ
た
。
市
内
の
滋

科
教
民
ら
が
初
め
て
取
り

綴
ん
だ
も
の
で
、
こ
の
お

は
、
緩
岡
地
院
に
あ
る
閥
均

川
和
風
穴
と
八
鱗
穴
の
路
総

料
穴
ニ
カ
携
を
訪
れ
た
り

平
成
五
匁
伎
に
ス
タ
ー

ト
す
る
新
学
問
指
摘
時
務
鱗

で
は
、
向
同
然
と
の
ふ
れ
あ

い
の
強
向
か
打
ち
出
さ
れ
‘

指
導
教
翰
に
は
閥
均
箆
・
生

これか

しユしていき

4 ) 0 

ルドワークを、

どで紹介された

めているブイ

同
口 け

き

しの

少しずつ

らも大切にし

後
が
肉
料
閥
均
的
、
主
体
的
に

向
同
然
と
ふ
れ
占
的
民
ノ
心
安
符

て
る
こ
と
が
樹
齢
惑
と
し
て

制
問
診
付
け
ら
れ
て
い
る
。

ム
ヴ
山
間
の
ぬ
鉱
閉
倒
壊
会
は
、

「
産
品
ず
教
え
る
制
闘
が
絡
協
織

の
肉
同
然
令
知
り
、
そ
の
繁

酬
明
ら
し
さ
、
鯵
大
ざ
今
日
間
同

で
織
か
め
、
体
験
す
る
こ

と
が
必
援
で
は
な
い
か
」

絞
初
の
附
偶
然
地
と
な
っ

た
序
以
風
穴
は
、
昭
和
相
広

1
…
…
…
年
九
月
、
防
火
水
槽

建
設
γ
ふ
が
や
に
脱
却
廷
。
市

道
下
?
な
・
凶
い
い
の
と
こ
ろ

に
あ
り
、

A

一枇鯨試は仰氏側側可

能
な
部
分
だ
け
で
八
十
八
・

九
日
、
制
慨
は
一
一

2
九・…一一

い
ぺ
潟
さ
は
了
一
一
J
一・

~ハ
υ
日
。
絢
穴
市
内
に
み
ら
れ

る
一
一
関
銃
の
溶
桝
物
流
出
で

で
き
た
一
一
機
構
裁
の
溶
岩

ゾ
リ
y
ジ
は
依
然
で
開
設

れ
の
発
見
で
、
川
市
指
定
夫

と、校
側
出
や
斉
藤
問
一
一
…
的
問
問
中

ー
教
総
ら
が
鎚
悶
明
恥
ね
と
な
叩

て
取
り
緩
ん
だ
の

帥
鮒
…
山
間
臼
は
、
鱗
ケ
翻

校
問
問
が
総
覧
悦
e

が
耐
時
間
け
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
市

内
に
い
向
…
犯
す
る
潜
行
抑
制
山
八

を
取
り
ふ
げ
た
。
「
泌
氏

と
と
も
に
学
.
ほ
う
」
〈
鱗

ケ
翻
断
続
開
問
}
と
一
般
公
開
聞

で
間
関
摘
。
教
崎
酬
の
ほ
か
市

出
叫
ん
ド
ね
せ
て
十
人
が
惨
加

i
た

=1譲二七市=

ある O2 つOと

総
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。議

加
点
蝉
は
、
へ
ん
メ
シ

ト
に
絞
山
総
と
い
う
綴
裁

で
機
中
匂
幻
を
多
に
し
て

縦
穴
げ
札
入
れ
ソ
、
鱗
ケ
綴
校

燃
料
が
約
穴
生
成
や
、
批
判
鱗

な
ど
を
続
開
問
。
容
都
議
は

盟
関
側
な
ど
も
じ
っ
く
り
観

察
し
、
珍
し
い
溶
融
制
の
油
機

と
い
わ
れ
る
内
庁
議
機
縁

{
け
い
漆
ん
か
)

U

H

を
様

認
し
た
。

自
然
観
察
会
は
、
「
今

後
一
一
カ
月
に
一
樹
の
ベ
ー

ス
で
問
機
」
(
嬢
ケ
額
絞

殺
)
。

onnに
も
協
力
を

呼
び
掛
け
、
織
物
、
作
一
物

な
ど
の
専
門
潔
が
鱗
櫛
と

な
っ
て
議
土
中
恨
の
れ
然
念

学
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
α
Mや

スユ8月4陪3 
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(2) 中 出を ーマとし

もスライドや火 どの を利用して、 で断片的に 山について触れて

はりそれでは物足りなく、いつか 山Jを一本の太し とした火山活動と火成岩の授

ってみたいという し〉 、 かった。そん 中で、 2 

の ら とし を作ってほしいと あり、 めた

料 にして取りかかっ O ところカ人こ とむつかしく、なか かいいアイ アが浮かばな

いまま『地域の

めた。 8時間

3 

まみぐい

6 

たが、紙面の

り

た。以下がこ

山……j(資料も入れB4で 12枚)という形でまと

にやったら 10時間はかかったと思われる O しかし、 3

完成度の低さのため、実際の授業では、指導案をつ

を目的とした研究会が作られ、その中でもう

えられた O前案中の余分なものを取り除き、

ある(資料ト6)0付属資料を全部載せたかっ

になっているカ人

ってしまっんO

で 7 )にとどめた。

義主元~:大ま患の変化 広告主幹j!;:

年間苦霊
@ 露出雲寺間 (6)際関

守寄与宛霊喜怒才、品会主主筏径のを官舎磁力

設3詰:警護審露Jl=

摺助・務総鱗・ニに出|盤獄後議議蹴のお窓九会参t 翠塁手 Cこ〉 お校 設"¥..

O くせん護基金告を見せながら〉笈氷山のまわり i・なぜ窓永の綴火に関係ないおがあるんだろう 1.せん喜義務宅局窓する.

んなおがたくさんある.どうし i

ころにあるのだろうかマグマが襲撃さきとなって践でくるとをき、議室撃の夜を持って

: をきたのか e

をきりわかってあとはもやもやして

-火露完全量

.せん議議議、

'l!:絞童話
-花こ

aいつぶ・然いつぶ・灰色の絞がぎっしりつ Eとっている

そ¥

. ~脅えた議長百にま撃いがあるからか e -議所と冷え方

ゆっくり怜える.…・ω ・主義下潔〈

室主に冷える………・ー…黄色撃を付近

O~菱重金を行う . 

.J黙とアt閣は供向-:，¥仰すらぱ'V，
II醐 E 弓弓、.lO<>tLII>
I 輪組 It恥哲『

I ，.・t I 

-各翠ま 100CCビーカー 2j滋

300CCピ…均一 l奪還

とすごくきれいな後彩の終&がたく滋んJtl・サリチル際フエニルは爽さじ 2事事 1，霊長足立経……絡下Bii<でゆっくり玲

った.

(花こう務、せん喜塁走話、はんれい走塁)
-暴審査もに光をおてて見させる.

くて丸い感じのものだけで姿形の露審査もが5まえないよ@

. !き然界tニ比較しながら Eまとめる.

0<スライドモせながら〉いろんな綴院に i・議室絡が露寄ったものかなあ@ ・石が燦ったものだよ 1 ，震予こと(ローム)のスライドをF喜怒
ある添えっていったい僚だろうか.:SiO!鰯かくなったものさ. ・磨重火で飛んで言きたものかな. する。(5枚位)

-火山灰がさ芝から飛んでをきて綴もったものなのか.

0主主3審会火山はたくさんの火山灰を襲撃らせて i.{資料3>令官をう.

いる.どの:i71り2主で、そしてrのl.iL降らせて露双で 5mlか.ものすごい惨さだなあe

いるだろう泊、')丘くで50mもあるなんて.

8角形状、 8角形状)

資料5 、、，
J
'

1
i
 

f
F
a

、、
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持主元名'.大ま舎の変化 中単元: 夜J;!時間 (6)軍事関 経お:努滋童話2三

予摺語れる生徒の措動 |掛助・欄傭・エ央 i器磁器本のおさえ今弊 翠塁手 。〉 診す宣 オi.，

。査を近後火した火山とその噴火の敏子毒事匁つ書室{血管室著書与の噴火はいまでも筏いているんだよね.

ていることを教えてほしい・溶岩ドームtJtで蜜て火砕認が言受れたんだよね.

: .伊豆大為の噴火もあったつけ.

のことを慾怒していこう.

VTRがあれば

。笈j:LlJについてどんなことを匁っているか .8本-iOliい山だ.~霊さが 3776mもある.

休火山だ. ・絞り返し然火してできた。

-あまり漆く入らない.知器還の皇室掬

ぐらいでやめておく.

。く火山手撃を .!tせながら>これは符かななんだろう. ・移がおもしろいね.ラグビーボーjしみ i・なるパく 3えをさな火山手翠をF喜怒ずる. ・火山の畷泌物

たい. ・控室主きだ. ・火山手撃かな溶是主、火山れき、火山E芝、事菱沼

火山ガス)

務スライドを官室F習しながらさ[.;l訟の綬火の車譲子 i・でかいんだなあ.

をイメージ{としていく火oが 3つもあるのか.j響1火口はI震よの火口より大さき i・5霊氷山のスライドを馬主まずる.

・5室氷山はどれかな. ・火口はどこかな い のか(15-20主主)

・~永LlJは号重火の憾に筏起しでできたのか
-火山れ若宮、火山灰、スコリア、霊童Z言、火山事事、蒸緩:tl、 1.火山れき、火山灰、スコリア、

火山ガスを吸おしたんだ 右、 E義援:eï~浴室まずる l'火山の後火のパ者一ン

Oどんな唆火だったのか f怒る3富士』を絞ん物潔いまえぶれの主主重量が{湾問かあって後火が起きたのか. . r怒る窓会J (新83次銘)のきZ永 j 紛ぶれの量生笈帥後火時黄色後の変化

で みようい | 畷火の主義留を印射してまヨく.

〈警電車毒l)

01寄っとLlJの議室主若者と近くから絞ってきてほしい.

-議室主警のねばりけと号室火や護憲容の遂

けIJ、輔畿

やかな後火脚認さー添い

OVTRでいろいろな火山の警護火のき議予と滋

畿の遂いを箆てみよう.

. VTR (モーリスクラフト喜襲撃の

-あれ 7;手緩していることなんであるのかなあ.

・そうだ、 jf士山を作っている3三重完走埜と認さのことだ.

重喜スライドを告を湾しながら窓会山が3慰霊撃て

になっていることをイメージイとしていく.

.!:Hっ怒っている著書分が符だか飽と遂うよ.

0<小蓄筆啓火山のスライドを箆ぜながら・ 4寵の務分にltパて建立り絞られているなあ.

この黄色彩をみて得点、わかることはないだろ i
うかそうか、後愛が千畿の僚もこえペて要非常に遂んでいるという

ことか.

号の火山が下にあったのか.

の
A
Wな

留

す

か

犠

嚇

怒

い

る

閥

均

で

す

を

ん

を

慾

滋

い

を

に

品

回

れ

う
し
留
一

ふ

榔

組

問

民

税
明
、
・
鶴
間

燦
怒
る
の

ら

に

す

慾

だ

う

笈

絞

ら

よ

絞

ゑ

だ

い

を

笠

る

のるなに
戸
h
M

・

ま

い

ら

た

ば

み
て

れ
つ

渓

な

の

に

削

川

か

}

砲

の

の

に

鋒

た

闘

臓

の

つ

な

水

あ

ん

浜

が

こ

・

山

が

火
棋

制

・

の

縫

い

閉

山

て

・

た

っ

し

あ

み

1

う

な

水

う

ど

か

認

も

。窓会LlJの綴喜奇襲霊を然ることにより士火山

の3慰霊撃で燦遂のま とめとする・なるほどこんな露えになってい るのか. .{資料 2}

5 ( 2 ) 

①ci)  ~ @ ⑦ ②  

7 l 苦IJ
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